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　1月15日、産業文化会館南側芝生広場で行田軽トラ朝市が行
われました。
　早朝から行田産の野菜や花、自家製パンなどが並び、厳しい
寒さにも関わらず多くの人が訪れました。今回は特別イベント
として地元の食材を使った行田古代米カレーの試食や犬の風船
のプレゼント、ポイント5倍サービスを実施。来場者は季節の野
菜や果物を購入したり、古代米カレーの味を堪能したりと充実し
た朝のひとときを過ごしていました。

　12月31日、忍城址鐘楼付近で大みそか恒例のイベント「行
田ゆく年くる年」が開催されました。
　鐘楼を突こうと、午後11時の開始時刻を前に大勢の人が長
蛇の列を作りました。来場者は来るべき新年が良い一年にな
るように願いを込め、笑顔いっぱいで鐘楼を突いていました。

朝 市で充実したひとときを

新 しい年に願いを込めて

　1月1日、古代蓮会館で「タワーからみんなで見よう 初日の
出」が行われました。
　高さ50メートルの展望室から初日の出を見ようと、寒さの厳
しい深夜から約２００人が列を作りました。午前6時55分、太陽
が雲の隙間から姿を見せると、来場者は記念写真を撮ったり、手
を合わせて祈ったりと思い思いに新しい一年の始まりを祝いま
した。また館内では、はずれ無しの抽選会が行われた他、おしる
ことコーヒーが振る舞われ、早朝から賑わいを見せていました。

思 い思いに一年の始まりを祝う
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行田ゆく年くる

　1月11日、市役所応接室で工藤市長からテイ・エス テック株
式会社（受領は埼玉工場工場長 須﨑康清さん（中央）、同工場管
理部総務課主幹 川上新一さん（左））に感謝状が贈られました。
　同社は平成25年に市内工場稼動後、スポーツ振興、環境保
全、交通安全対策をはじめ、多方面にわたる地域貢献活動に取
り組んできました。市内小学3年生を対象にした工場見学の受
け入れや市内小中学生を対象にしたバスケットボール大会の開
催などの地域貢献活動は、本市の目指すまちづくりの理念「ひと
の元気・地域の元気・まちの元気」に一致するもので、他企業の
模範となることから感謝の意を表し、感謝状を贈呈しました。
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　1月14日、中央公民館で第31回行田市少年少女将棋大会が
開催され、市内の小・中学生73人が参加しました。
　真剣な面持ちで対戦相手の思考を読みながら一手一手を慎
重に指し、盤上で熱い戦いを繰り広げた選手たち。対局を終え
ると互いに内容を振り返り、健闘をたたえ合うなど、他校の児
童・生徒と将棋を通じて交流を図っていました。

盤 上の熱き戦い

　12月23日、ＶＩＶＡぎょうだで国際交流イベント「小麦粉と音楽
で世界と繋がるクリスマス」が行われました。
　国際交流イベントは、さまざまな国の方々と交流を深めること
を目的に、毎年度開催しているもので、今回は17人が参加。小
麦粉を使ったすいとんの鍋とバナナブレッドづくりに取り組み、一
緒に作り上げた料理を食べながら会話を楽しみました。
　他にもミニコンサートやプレゼント交換が行われ、参加者はク
リスマスの楽しいひとときを通じて交流し、互いの理解を深める
ことができたようです。
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火 災予防意識を高めるために
平成29年行田市消防出初式

　1月7日、市民の火災予防意識の向上を目的に、平成29年行田市消
防出初式が行われました。
　市役所前では、緊張感が漂う中、工藤市長が整列した消防団員らの
服装規律点検を行いました。また、水城公園に場所を移して一斉放水
訓練が実施され、ポンプ車とはしご車が美しいアーチを描いて放水する
中、県の防災ヘリコプター「あらかわ」が登場。空中から勢いよく水が
放たれると、詰め掛けた観衆から大きな歓声が沸き起こりました。


